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論文内容の要旨	
 

	
 

	
 第1章においては，高強度鋼板抵抗スポット溶接継手の引張強度特性に関する問題点を指摘するとともに，十字引張

強さに及ぼす影響因子の整理と残留応力が及ぼす影響の明確化の重要性，さらに残留応力制御ならびにミクロ組織制

御に及ぼす加圧波形制御の影響について述べた．	
 

	
 第2章においては，本研究の対象鋼材である980	
 MPa級高強度鋼板抵抗スポット溶接継手の基本的な引張強度特性に

ついて把握し，さらに，加圧保持時間の増加やテンパー通電など，加圧波形制御および電流波形制御条件を用いた継

手の引張強度特性について把握した．またそれら継手のナゲット硬さ分布変化および残留応力分布変化傾向について

把握することで，加圧波形制御によるミクロ組織制御および残留応力制御の可能性について言及するとともに，残留

応力の影響の明確化に向けた課題抽出を行った．	
 

	
 第3章においては，残留応力制御条件を検討する上で重要となる抵抗スポット溶接シミュレーションの構築に向け，

残留応力の発生特性に関する基礎知見を得ることを目的としたX線残留応力測定を実施した．	
 

	
 第4章においては，得られた基礎知見を基に，抵抗スポット溶接シミュレーションの構築を行うとともに，温度解析

結果の精度検証，応力解析結果の精度検証を行い，高強度鋼板抵抗スポット溶接部残留応力を精度良く予測可能であ

ることを示した．	
 

	
 第5章においては，構築した数値シミュレーション手法を用いて残留応力の発生特性について把握するとともに，溶

接後保持時間における加圧波形制御による残留応力分布変化，さらにはテンパー通電手法と組み合わせた際の残留応

力分布変化について検討することで，加圧波形制御による残留応力制御プロセスの提案を行った．	
 

	
 第6章においては，提案された加圧波形制御条件，および加圧波形制御とテンパー通電手法を組み合わせた溶接プロ

セスについて，270	
 MPa級冷間圧延鋼板や590	
 MPa級高強度鋼板，さらには980	
 MPa級高強度鋼板といった各種強度レベ

ルの薄鋼板に対して適用を行い，継手強度と溶接部特性の関係について検討することで，継手強度に及ぼす残留応力

の影響について明らかにした．	
 

	
 第7章においては，加圧波形制御による温度履歴制御を用いたテンパー通電法によるミクロ組織制御手法について検

討を行い，加圧波形制御による引張強度特性向上プロセスについて提案を行った．	
 

	
 第8章においては，本研究で得られた結果を総括した．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 




